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「新型インフルエンザ対策行動計画」策定の経緯及び概要について  

平成17年11月30日  

平成16年  

新型インフルエンザ対策に関する検討小委員会が「新型インフルエンザ対  

策報告書」を作成  

平成17年  

4月   「感染症の予防の総合的な推進を図るための基本的指針（平成十一年厚生  

省告示第百十五号）」を改正。  

新型インフルエンザに関する事項を追加。   

同   「インフルエンザに関する特定感染症予防指針（平成十一年厚生省告示第  

二百四十七号）」を改正。  

新型インフルエンザに関する事項を追加。   

9月21日   全国感染症主管課長会議開催  

新型インフルエンザ対策について、これまでの経緯等を説明   

10月28日  厚生労働省・新型インフルエンザ対策推進本部設置   

同   鳥インフル工ンザ等に関する関係省庁対策会議開催   

11月14日  厚生労働省・新型インフルエンザ対策推進本部（第2回）  

「新型インフルエンザ対策行動計画」を作成・公表   

同   鳥インフルエンザ等に関する関係省庁対策会議   

11月15日  鳥インフルエンザ等対策に関する関係閣僚による会合   

11月22日  鳥インフルエンザ等に関する関係省庁対策会議   

11月30日  全国感染症主管課長会議   
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「新型インフル工ンザ対策行動計画」について  

平 成17 年11月  

厚 生 労 働 省  

○新型インフルエンザは、10年から40年の周期で出現し、世界的に大きな流行  

○近年では、東南アジア等において、高病原性鳥インフルエンザがヒトに感染  

○変異により、ヒトからヒトヘ感染する新型インフルエンザ発生の危険性が増大  

O「厚生労働省新型インフルエンザ対策推進本部」「鳥インフル工ンザ等に関する   

関係省庁対策会議」を開催  

O WHO世界インフル工ンザ事前対策計画（2005年5月）に準じて、我が国の「新   

型インフル工ンザ対策行動計画」を策定  

＜「新型インフルエンザ対策行動計画」の概要＞  

1 流行規模の推計  

医療機関を受診する患者数は、約1，300万人～約2，500万人（中間値約1，700   

万人）と推計（米国疾病管理センターの推計モデルを使用）  

2 行動計画  

発生状況に応じて6フェーズ（段階）に分類し、「計画と連携」、「サーベイラ   

ンス」、「予防と封じ込め」、「医療」、「情報提供・共有」の5分野にわたって、国   

際的な連携の下に、実施すべき具体的な対策を策定した。   

【例】  

フェーズ1  ：家きん、ブタ等におけるインフルエンザのサーベイランスを実施 等  

フェーズ2 ：高病原性鳥インフルエンザ発生国からの家きん肉等の輸入停止 等  

フェーズ3 ：対策本部設置（国・都道府県）、タミフルの備蓄必要量の決定と備蓄  

の開始、ワクチン開発の推進 等  

フェーズ4 ：感染症法に基づく指定感染症への政令指定（患者の隔離）、  

サーベイランス強化、ワクチンの製造着手（生産所要期間6ケ月） 等  

フェーズ5 ：病院・高齢者施設等（基礎疾患を有する者が集まる施設）における感  

染予防策の強化、外出自粛を勧告 等  

フェーズ6 ：厚生労働大臣が非常事態宣言、必要に応じ国際航空等の運行自粛、全  

医療機関で診断・治療を実施 等  
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